
為替週間展望＝ドル円は上下に大きく振れやすい展開か

　　　　　　　　　　［３月３０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 23 日～ 3 月 27 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  110.85   111.71(24)    108.24(27)    108.47   -2.46

ユーロ・ドル  1.0695   1.1087(27)    1.0636(23)    1.1063   +0.0375

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    19,389.43    +2836.60     日本10年債利回り   0.023   -0.060

ダウ平均株価    22,552.17    +3378.19     米10年債利回り     0.845   -0.001

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３０日　スイス３月ＫＯＦ先行指数

　　　　独３月消費者物価指数速報値

３１日　日本２月雇用統計、日本２月有効求人倍率

　　　　日本２月小売業販売額、日本２月鉱工業生産指数

　　　　中国３月製造業購買担当景気指数

　　　　スイス２月小売売上高

　　　　独３月雇用統計

　　　　英第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　ユーロ圏３月消費者物価指数速報値

　　　　カナダ２月鉱工業製品価格

　　　　米１月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米３月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米３月消費者信頼感指数

１日　　日銀短観（３月調査）

　　　　豪２月住宅建設許可件数

　　　　中国３月財新製造業購買担当景気指数

　　　　ユーロ圏２月雇用統計

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米３月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米３月ＩＳＭ製造業景況指数、米２月建設支出

２日　　スイス３月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏２月生産者物価指数

　　　　カナダ２月貿易収支

　　　　米２月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米２月製造業受注

３日　　豪２月小売売上高

　　　　ユーロ圏２月小売売上高指数

　　　　米３月雇用統計

　　　　米３月ＩＳＭ非製造業景況指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】コロナショックの影響でドル需要が増しており、ドル円も堅調な動

きを見せている。リスク回避の円買いが出ても極端な円高には傾きにくいとみられ、ド

ル円は荒れた動きを続けながら上昇基調で推移するとした。
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【緊急避難的なドル買いは一服】

　日本時間の２６日昼過ぎに米上院で、新型コロナウイルス対策の大型景気対策の法案

が可決した。

２兆ドル（約２２０兆円）の前例のない規模の景気対策となり、家計や企業の資金繰り

を支援する。景気対策への期待感が広がり、２６日の米国株は急伸した。

　　

　２３日にはＮＹダウが１万８０００ドル台まで値を崩すなど、金融市場に不安が高

まっていたものの、同法案への期待感もあり、２４日以降に米国株は戻り歩調で推移し

ている。米国株の上昇や米国での景気対策への期待感から主要国の株価もおおむね上昇

に転じている。

　　

　なお、ドルキャッシュ確保のため流動資産への売りが膨らみ、ドル高の流れが続いて

いた。こうした中、２３日に米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は量的緩和を無制限に行

う緊急措置を決定した。また、ＦＲＢはすでに各国中銀とのドル資金融通の枠組みも用

意しており、コマーシャルペーパー（ＣＰ）の買い入れ再開などを決めるなど、資金供

給へ積極的な動きを見せている。ＦＲＢによる量的緩和策を無制限に行う発表などもあ

り、緊急避難的なドル買いは落ち着きを見せつつあるようだ。

　　

　ドル円は２６日の東京時間まで１１０～１１１円台を中心とする推移を見せていた。

ただ、２６日のロンドン時間以降はドル買いの動きが一服したことで、ドル円は下値を

探る展開となっている。２７日の東京時間には１０８円台前半まで下落している。

　　

　新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は継続しており、感染者数や死者数は増加の

一途をたどっている。イタリアでの死者数の増加は顕著であり、欧州各国では感染拡大

を防ぐために外出制限などの措置が講じられている。米国でも非常事態宣言が出され

て、各地で外出制限などが取られている。

　　

　２５日に東京都の小池知事は、今週末（３月２８日～２９日）の不要不急の外出自粛

を要請するなど、海外諸国だけでなく、日本国内でも感染拡大の影響が広がりつつあ

る。

　　

　米国での大規模な経済対策やＦＲＢによる資金供給などを背景にドル買いの動きは落

ち着いているものの、感染者数の拡大に歯止めがかかったわけではない。市場の不安心

理が高まるようだと、ドル需要は再び増大して、ドル買いに傾く可能性もある。その場

合、リスク回避の円買いの動きにもつながりやすくなるとみられる。こうした状況下で

はドル円は上下に大きく振れやすくなりそうだ。円買いの動きが勝った場合は、ドル円

１０６円台までドル安円高に傾く可能性がありそうだ。一方で、ドル買いが勝った場合

は１１０円台を回復する展開か。ドル円の目先の予想レンジは、１０６．００～１１

１．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、３月３１日に日本２月雇用統計、日本２

月有効求人倍率、日本２月小売業販売額、日本２月鉱工業生産指数、米１月Ｓ＆Ｐケー

スシラー住宅価格指数、米３月シカゴ購買部協会景気指数、米３月消費者信頼感指数、

４月１日に日銀短観（３月調査）、米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米３月ＡＤＰ雇用統

計、米３月ＩＳＭ製造業景況指数、米２月建設支出、２日に米２月貿易収支、米新規失

業保険申請件数、米２月製造業受注、３日に米３月雇用統計、米３月ＩＳＭ非製造業景

況指数などがある。

　　

【ユーロドルは上昇一服か】

　ユーロドルはドル買いの動きから２３日に１．０６台前半まで下落した。その後は緊

急避難的なドル買いの動きが収まり、ユーロドルは１．１０台まで上昇している。た

だ、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う市場心理の悪化は再燃する可能性が高く、そ

の場合は再びドル買いに傾きやすいとみられる。

　　

　ユーロドルの上昇はそれまで急落してきた反動高によるところも大きい。欧州での感

染拡大は広がりを見せており、ユーロを積極的に買い進む理由は乏しい。このため、テ

クニカル的な反動高が一服した後は、再び売りに押されやすくなろう。ユーロドルの目



先の予想レンジは、１．０７００～１．１２００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３月３０日にスイス３月ＫＯＦ先行指数、

独３月消費者物価指数速報値、３１日に中国３月製造業購買担当景気指数、スイス２月

小売売上高、独３月雇用統計、英第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、ユーロ圏３

月消費者物価指数速報値、カナダ２月鉱工業製品価格、４月１日に豪２月住宅建設許可

件数、中国３月財新製造業購買担当景気指数、ユーロ圏２月雇用統計、２日にスイス３

月消費者物価指数、ユーロ圏２月生産者物価指数、カナダ２月貿易収支、３日に豪２月

小売売上高、ユーロ圏２月小売売上高指数などがある。
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